
1994`甲 12月 15日

第二種郵便物 |ずんばつ
ISSN1880-4063

2018年 3月 25日 (日 )

第34瞬
2018年
3月 25日

月1回25日発行

発行所 原発問題住民運動全国連絡センター

発行人 中村敏夫/1部 300円 年間3,000円
〒10卜∞61 赫 田区神田三崎町》1卜13

NIIMビル Ⅱ402

TEL 03-5215-0577  FAX 03-5215-0578

郵便振替  0015卜7-355202
http://genpatu.com/index.html

メール ==genpatu―jumin― cOnifty.ne.jp

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第

一
原
発

事
故
か
ら
七
年
を
経
過
す
る
二
月
四

日
、

「原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
」

が

「原
発
ゼ
ロ
の
未
来

へ
福
島
と
と

も
に

３
ｏ
４
全
国
集
△ご

たく

東
京

・

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
き
、
福
島

を
は
じ
め
各
地
か
ら
三
千
人

（主
催

者
発
表
）
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
小
田
川
義
和

さ
ん

（全
労
連
議
長
）
が
開
会
あ
い

さ
つ
。

「原
発
ゼ
ロ
・
自
然

エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
連
盟
」

（原
自
連
）
が
公

表
し
た

「原
発
ゼ
ロ
ｏ
自
然

エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
法
案
」
に
つ
い
て

「全
面

的
に
賛
成
し
、
実
現

へ
全
力
を
尽
く

す
」
と
表
明
。

「被
災
者
救
済
で
も

再
稼
働
阻
止
で
も
攻
め
の
情
勢
を
つ

く
り
だ
し
て
き
た
。
原
発
ゼ

ロ
ヘ
福

島
と
と
も
に
歩
ん
で
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

志
位
和
夫
日
本
共
産
党
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
。
小
泉
純

一
郎
、
細
川
護

熙
両
元
首
相
が
顧
間
を
務
め
る
原
自

「全
国
交
流
葉
本
ム
ｉ
ｎ
肝研
國

○
日
時
＝
十

一
月
十
日
～
十

一
日

○
場
所
＝
柏
崎
市

「産
業
文
化
会
館
」

「原
発
ゼ
ロ
法
」
の
実
現
へ
！

□
嘉
袋
涙

□
宴
琶
入

日比谷野外音楽堂に3000人東京・

パレー ドの先頭に立つ伊東

筆頭代表委員 (前列中央)

○
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
　
野
党
共
同
法
案
と
し
て
国
会
へ
提
出

（二
面
）

Ｏ
Ｘ
只
地
裁
　
「自
主
避
難
に
〈
島
鮮
ご

国
と
東
電
に
賠
償
命
令

公
二
面
）

○
揺
ら
ぐ
原
発
輸
出
政
策

（五
面
）

連
の
基
本
法
案
に
つ
い
て

「全

面
的
に
賛
成
で
す
」
と
高
く
評

価
。

「運
転
し
て
い
る
原
発
は

直
ち
に
停
止
す
る
」

「原
発
の

再
稼
働
は

一
切
認
め
な
い
」
と

い
う
基
本
法
案
の

「肝
」
の
考

え
方
が
生
き
る
形
で

「野
党
共

同
の
法
案
を
ま
と
め
て
い
く
た

め
に
話
し
合

っ
て
い
き
た
い
」

と
表
明
し
た
。

「原
自
連
」
会
長
の
吉
原
毅

さ
ん

（城
南
信
用
金
庫
顧
問
）

が
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
。
原
発
ゼ

口
基
本
法
案
に
つ
い
て

「電
力
会
社

も
つ
ぶ
れ
な
い
。
立
地
地
域
の
経
済

も
困
ら
な
い
。
困
る
の
は
原
発
の
利

権
に
ま
み
れ
た

一
部
の
人
た
ち
だ
け

だ
。
基
本
法
実
現

へ
大
き
く
世
論
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
「原
発
問
題
住
民
運
動
全
国
連
絡

セ
ン
タ
ー
」
筆
頭
代
表
委
員
で

「原

発
事
故
被
害
い
わ
き
市
民
訴
訟
」
原

告
団
長
の
伊
東
達
也
さ
ん
が
特
別
報

告
。

「福
島
県
民
は
、
日
本
で
最
初

に
原
発
ゼ
ロ
の
県
を
め
ざ
し
て
頑
張

る
」
と
、
話
を
結
ん
だ
。

「首
都
圏
反
原
発
連
合
」
の
ミ
サ

オ

・
レ
ッ
ド
ウ
ル
フ
さ
ん
と

「さ
よ

ンフ
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ

ン
」
の
井
上
年
弘
さ
ん
が
連
帯
の
あ

い
さ
つ
。

各
地
各
分
野
か
ら
四
人
が
発
言
。

司
会
か
ら
自
由
党
山
本
太
郎
共
同
代

表
、
米
山
隆

一
新
潟
県
知
事
、
上
原

公
子

「脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議
」

事
務
局
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ

れ
、
壇
上
の
日
本
共
産
党
笠
井
亮
衆

院
議
員
、
岩
淵
友
、
吉
良
よ
し
子
両

参
院
議
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

バ
ス
五
台
で
参
加
し
た
福
島
か
ら

の
百
八
十
人
の
参
加
者
が
壇
上
に
登

壇
す
る
中
、

「集
会
ア
ピ
ー
ル
」
を

採
択
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
銀
座
パ
レ
ー

ド
を
行
っ
た
。

●
東
京

・
日
比
谷
外

音
楽
堂
の

「
３

ｏ
４

全
国
集
会
」
は
、
好

天
に
恵
ま
れ
た
な
か

で
盛
大
に
開
か
れ
た
。

吉
原
毅
原
自
連
会
長
と
伊
東
達

也
原
住
連
筆
頭
代
表
委
員
が

「
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
」

「特
別

報
告
」
と
並
ん
だ
姿
に
、
事
故

後
七
年
の
運
動
の
成
果
が
象
徴

さ
れ
る
●

「全
国
集
会
」
の
テ
ー

マ
で
あ
る

「原
発
ゼ

ロ
基
本
法

案
」
は
、
小
泉
純

一
郎
、
細
川

護
熙
両
元
首
相
が

「原
自
連
」

顧
間
と
し
て
先
に
記
者
会
見
で

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

「原

発
ゼ

ロ
」
は
国
民
世
論
で
は
圧

倒
し
て
い
る
が
、

「全
国
集
会
」

で
の

「吉
原
」

「伊
東
」
の
揃

い
踏
み
は
、
運
動
面
で
も
大
き

な
広
が
り
を
示
し
た
●

「原
発

ゼ

ロ
法
案
」
が
国
会
で
真
正
面

か
ら
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
こ
れ
に
背
を
向
け
る
安
倍

首
相
も
ウ
カ
ウ
カ
し
て
は
お
れ

な
い
。

「原
発
ゼ

ロ
」
を
次
の

国
政
選
挙
の

一
大
争
点
と
し
う

る
。
こ
の
国
民
的
対
話

・
議
論

の
広
が
り
と
深
ま
り
が

「原
発

ゼ
ロ
」
を
実
現
す
る
力
と
な
る
。


